
TRANSFORM SOCIETY

03幸せをひろげる、積水ハウスグループ

普遍的な価値観に基づくマテリアリティと社会へのインパクト

長期にわたり果たすべき使命として特定したマテリアリティに基づき、
社会課題にどう向き合い、どのように取り組みと進捗を重ね、
どのようなインパクトを生み出しているのか、
その実績と今後の展望をお伝えします。

長期にわたり創造する価値

積水ハウスグループが見つめているのは、短期的な成果だけではありません。
社会や環境の課題に真正面から向き合いながら、
長期にわたり人々の幸せを守り続けることが、
企業理念「人間愛」に根ざした私たちの使命であり、未来への約束です。
今を生きる人、そして未来を生きる人に、
私たちは何をつくり、何を残していくことができるのか。
この問いに誠実に向き合い続け、より幸せな未来を実現していくことが、
どれほど時代が変わろうとも変わることのない、
積水ハウスグループの役割なのです。

ハイライト 

脱炭素社会への貢献

2022 20242023

76,509
83,541

89,352

戸建住宅ZEH累積棟数（棟）
戸建住宅ZEH比率（%）

9695
93

（年度）

　戸建住宅ZEH「グリーン
ファースト 」累 積 棟 数 は
89,352棟を達成しました。

地域社会との共生

2022 20242023

4,580

5,055

5,302

（万円）

（年度）

　2024年度は、従業員と会
社の共同寄付制度より、5,302
万円を助成しました。

外部からの評価

　MSCIのESGレーティング
において、最高評価のAAA
を獲得しました。

05
FINANCIAL STRATEGY AND 
CORPORATE GOVERNANCE
財務資本戦略と 
コーポレートガバナンス

04
INNOVATION AND  
COMMUNICATION
大切にしている
価値観と人財価値

03
TRANSFORM  
SOCIETY
長期にわたり果たす 
使命と進捗

02
CREATE  
HAPPINESS
ここにしかない 
価値と強みの進化

STORYLINE 

01
DRIVE POSITIVE 
IMPACT
価値創造の歩みと 
描く未来
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未来への約束

住宅は重要な社会資本の一つだからこそ、長
期にわたり住み継がれていく良質な住宅を、
次世代へ受け継いでいきます。

安全で快適、そして美しい住まいは、暮らしを鮮やかに彩る。そんな住まいが集まれば、そこは人々に愛されるまちとなる。永く愛される住まいやまちをつくる。それが私たちの使命です。

環境負荷低減や再生可能エネルギー活用、
地域との共創を通じて、より幸せに暮らし続け
られる未来を切り拓きます。

住む人が快適に暮らしながら、地球社会にも、環境にも良い未来をかたちづくること。私たちは、その大切さにいち早く気づき、独自の発想と技術で真摯に向き合ってきました。

グローバルビジョンは、私たち一人ひとりが幸せであってこそ実現できるはず。私たち自身が幸せになり、そこからお客様の、そして社会の幸せへとつなげていくために。

誰もが安心して自己実現や成長の機会を見つ
け、特性や能力を活かしながら、活躍できる環
境を築いていきます。

良質な
住宅ストックの形成

持続可能な
社会の実現

ダイバーシティ＆
インクルージョン

マ
テ
リ
ア
リ
ティ

中期経営計画とマテリアリティの関係性  

　積水ハウスグループにとってのマテリアリティは、
社会に対する私たちの存在意義を示したものであり、
企業理念「人間愛」に基づいています。そして、すべ
ての従業員が価値創造に向かい、ベクトルを合わせ
て進むために特定されたものです。

　中期経営計画において、マテリアリティに紐づく重
点領域や KPIを定めています。こうした3カ年ごとの
取り組みと成果の積み重ねが、長期にわたり果たす
べき使命としてのマテリアリティの実現へとつながり、
未来への約束を形にしていきます。

　積水ハウスは、それぞれの時代に生じる
社会課題に対し、事業活動を通じてその解
決に貢献してきました。そして今、グローバ
ルビジョンを未来への約束として掲げていま
す。その実現に向け、「 良質な住宅ストック
の形成」「持続可能な社会の実現」「ダイバー
シティ&インクルージョン」を優先して取り組
む重要課題として定めています。　
　これらのマテリアリティは、一過性のゴー
ルではなく、創業以来培ってきた強みや普
遍的な価値観に基づく「 長期にわたり果た
すべき使命」であり、未来に向かう私たちの
進むべき方向性を示しています。60年以上
にわたるすべての事業活動は、この使命と
深く結びついており、今後もマテリアリティ
に真摯に向き合いながら、社会に必要とさ
れる価値を創造し続けていきます。

2023年度～2025年度
第6次中期経営計画

基本方針：国内の“安定成長”と海外の“積極的成長”

創造する価値
拡大するインパクトリスクと機会

 P.44

事業戦略 
ESG戦略

P.39

KPI

 P.63

2050202420201960 1990

ダイバーシティ＆
インクルージョン

良質な
住宅ストックの形成

持続可能な
社会の実現

積水ハウスのグローバルビジョン
「 わが家 」を世界一幸せな場所にする

ハード・ソフト・サービスを融合し、
幸せを提案

ESG経営の
リーディングカンパニーに

積水ハウステクノロジーを
世界のデファクトスタンダードに

積水ハウスのグローバルビジョン
「 わが家 」を世界一幸せな場所にする

ハード・ソフト・サービスを融合し、
幸せを提案

ESG経営の
リーディングカンパニーに

積水ハウステクノロジーを
世界のデファクトスタンダードに
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長期にわたり果たすべき使命

良質な
住宅ストックの形成

マテリアリティ特定の背景
　地震などの自然災害が多い日本において、耐震性や断熱性基準を満
たさない住宅が多く存在するとともに、既存住宅の老朽化も進んでいま
す。海外でも住宅の供給不足が顕著となり、安全・安心な住宅の提供や
長期的な価値の維持は重要な課題となっています。良質な住宅ストック
の形成を通じて、人々の暮らしや資産価値の創出、地域社会と地球環境
の発展に寄与することを目指しています。

マテリアリティ特定の背景
　世界的に気候変動の脅威や生物多様性の喪失、資源の枯渇などの環
境問題が深刻化し、脱炭素社会への移行に向けた対応が喫緊の課題と
なっています。日本の住宅においても、省エネ・省CO₂や循環型社会に
向けた取り組みは重要です。環境に配慮した住宅や建物、技術開発や
サービスの提供、地域社会との共生を通じて、さまざまなステークホル
ダーとともに、持続可能な社会の実現を目指しています。

マテリアリティ特定の背景
　人口減少による労働力不足が進む一方、特定の価値観にとらわれな
い働き方や生き方が広まっています。新たな価値を創造するためには、
多様な人財による組織構成に加え、お互いの違いが尊重されるインク
ルーシブな組織文化が重要となります。健康と幸せを重視し、イノベー
ションの源泉となる人財が活躍できる職場づくりを推進することで、新た
な価値の創造と社会全体の発展を目指しています。

住み継がれる家を、
永く愛されるまちをつくる

地球社会にも環境にもよい暮らしを、
快適な暮らしから

働く人の幸せから、
社会の幸せへ

持続可能な
社会の実現

ダイバーシティ＆
インクルージョン

メガトレンド
• 少子高齢化と人口減少
• 住宅の長寿命化ニーズの拡大
• ストック型社会への移行
• 防災・減災意識の高まり
• スマートホーム技術の進化

社会にとっての重要性
• 安全・快適な住空間の確保
• 住宅市場における資産価値維持
• 持続可能な都市計画の推進
• 災害リスクの低減
• 省エネ住宅の普及促進

積水ハウスにとっての重要性
• ストックビジネスの強化
• 住宅技術革新の加速
• 長期的なお客様との関係構築
• 環境規制への対応強化
• 高付加価値住宅の普及促進

創造する価値
• 資産価値の高い住宅の提供
• 耐久性の高い住宅の普及
• 防災・減災性能の向上
• リフォーム市場の活性化
• スマート技術の標準化

拡大するインパクト
• 住宅市場全体の質向上
• CO2 排出量の大幅削減
• 災害時の被害軽減
• 住宅資産の長期維持
• スマートシティの発展

事業成長
• リフォーム市場の拡大
• スマート住宅の需要増加
• ストック事業の収益向上
• 継続的なお客様との関係構築
• 新規技術開発の促進

メガトレンド
• 気候変動対応の加速
• 脱炭素社会への移行
• 再生可能エネルギーの拡大
• 資源循環型経済の推進
• エネルギーコストの上昇

社会にとっての重要性
• CO2 排出量の削減
• エネルギーの安定供給確保
• 環境負荷の低減
• 持続可能な都市開発
• 省エネ技術の普及

積水ハウスにとっての重要性
• ZEH市場でのリード確立
• 環境対応住宅の競争力強化
• エネルギー技術の革新
• 地域社会との共生
• 政策支援の活用

創造する価値
• ZEH住宅の普及
• 再生可能エネルギー活用
• 省エネ・創エネ技術の発展
• 資源循環型住宅の開発
• 環境配慮型まちづくりの推進

拡大するインパクト
• 住宅のエネルギー自給率向上
• 脱炭素社会の実現加速
• 資源利用効率の最適化
• 環境負荷の低減
• 持続可能な社会の構築

事業成長
• ZEH普及による市場拡大
• 省エネ・創エネ住宅需要増加
• 環境関連技術の収益化
• 持続可能な住宅事業確立
• 政策支援による市場優位の確保

メガトレンド
• 働き方の多様化
• ライフスタイルの変化
• 公平性・包摂性の重視
• 多様な価値観の共存
• グローバル化の進展

社会にとっての重要性
• 誰もが活躍できる社会
• 公正な機会と選択肢の提供
• 創造性の加速
• 持続可能な経済成長
• 包摂的な社会基盤の構築

積水ハウスにとっての重要性
• 多様な視点による価値創造
• 柔軟な働き方の推進
• 従業員の幸せ
• 文化革新と企業成長
• ニーズ対応の競争力

創造する価値
• 誰もが活躍できる環境
• 公平な企業文化の醸成
• 多様な働き方推進
• 多様な技術・研究開発
• 共創社会の実現

拡大するインパクト
• 働きがい向上
• 社会の包摂性強化
• イノベーション促進
• 企業と社会の成長
• 価値観の多様化対応

事業成長
• 多様な市場の創出
• 幸せで自律的な働き方推進
• 持続的な企業文化
• 変化に対応する経営基盤
• 高付加価値の提供

 P.44 リスクと機会
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価値創造へのロードマップ
　積水ハウスグループは、事業活動を通じた
新たな価値創造に取り組んでいます。昨年度
の本レポートでは、こうした取り組みの全体像
を「価値創造へのロードマップ」として整理し、
第6次中期経営計画（2023年度～2025年度）
における各事業活動が、社会課題やマテリア
リティにどのように貢献しているかをストー
リーとしてお示ししました。(左図☆印)
　本年度は、ESG経営のリーディングカンパ
ニーとしての歩みと成果をより明確にお伝え
するため、6つの取り組みの背景や、そこに込
められた従業員の想い、そして社会的インパ
クトにつながる道筋をストーリーとしてご紹介
します。(左図★印）
　一つひとつの取り組みは、社会に新たな価値
を届ける（Drive Positive Impact）、幸せづくりに
貢献する（Create Happiness）、より良い未来へ
と業界や社会を牽引する（Transform Society）
という、3つの道筋を歩んできたものです。そう
した歩みの積み重ねが、幸せをつくり、ひろげて
いく積水ハウスグループのESG経営です。
　今後も、事業活動を通じて創造する価値と、
その先に生まれるインパクトとの関係を可視化
し、重点領域の明確化やKPIの策定・評価に
も活用することで、取り組みの実効性を高めて
いきます。

長期にわたり果たすべき使命

暮らし・ 
住宅の維持管理向上

耐震性・ 
耐久性向上

暮らし・ 
資産価値の創出

長寿命住宅普及・ 
ストック強化

住環境向上と 
地方創生

住環境と 
都市の魅力向上

地域経済活性化・ 
地方創生

高齢者の幸せと 
健康的な暮らし

自律的なキャリア・
イノベーション

ライフスタイルに 
応じた働き方

多様な人財の 
活躍機会

従業員と家族の 
幸せ

従業員の幸せ・ 
健康

戸建宅地開発
地方の住環境整備

グランドメゾン・
プライムメゾン

「Trip Base 道の駅
プロジェクト」

グランドマスト

家づくり職人の 
育成と雇用

キッズ・ファースト

PRE 
有効活用提案

従業員と会社の 
共同寄付制度

人権の尊重

地域雇用創出・ 
住宅品質向上

子どもの幸せ・ 
豊かな感性

不動産活用による 
地域再生

地域社会との 
共創・貢献

公正で多様性が
尊重される社会

ZEH・
ZEB推進・

RE100 ・SBT

「5本の樹」計画・
持続可能な木材調達

サーキュラー
エコノミー

脱炭素社会への 
貢献

生物多様性と 
森林資源の保全

資源循環型社会への
移行

請負型
ビジネス

ガバナンス

人財 
ESG

ストック型
ビジネス

環境 
ESG

開発型
ビジネス

社会 
ESG

良質な
住宅ストックの形成

持続可能な
社会の実現

ダイバーシティ＆
インクルージョン

資産維持と 
快適性の向上

資産価値と 
快適性の向上

景観・住環境の 
価値向上

 P.49-52 

 P.57-61 

 P.53-56 

 P.119

事業活動 インパクト

賃貸住宅
リノベーション

戸建住宅
リフォーム

シャーメゾン
ガーデンズ

戸建住宅
PHT

「SI事業」

戸建住宅
life knit design

長期優良住宅

SHIP
創発型表彰制度

多様な働き方推進

女性活躍の推進

男性育児休業

幸せ健康

 ESG Fact Book

4803 TRANSFORM SOCIETY   |   Value Report 2025

P.39 P.39 P.39

VALUE REPORT 2024 P46

http://www.sekisuihouse.co.jp/company/sustainable/library/2025/ESG_factbook.pdf
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf#page=53
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf#page=50
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf#page=52
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf#page=56
https://www.sekisuihouse.co.jp/library/company/sustainable/download/2024/value_report/all.pdf#page=47


マテリアリティ　｜　良質な住宅ストックの形成

拡大するインパクト

良質な
住宅ストックの形成

安全・安心・快適性

資産価値の創出

住宅の長寿命化 世代を超えて住み継がれる住まい

豊かな暮らしを支える住環境

安全・安心・快適性の向上
耐震性・耐久性に優れた住宅
と、防災・健康への配慮により
安心を高めるとともに、先進技
術やエネルギー効率の向上に
より快適で暮らしやすい地域
社会の形成に寄与します。

資産価値の創出
まち全体の景観を損なわな
い優れたデザインと高品質
な建材の使用により、長期
にわたる資産価値の安定と
ともに、地域社会の資産価
値向上につながります。

住宅の長寿命化
新築住宅の耐久性向上と優
良な既存住宅の資産価値向
上により、安全で快適に永く
住み続けられる住環境の提
供と、既存住宅の流通活性
化の促進を実現します。

時を経て価値が高まる住まい

創造する価値

1982
10年長期保証制度

1985
オーナー様情報システム化・
オーナー様訪問

2000
賃貸住宅
シャーメゾン

2001
陶版外壁

「ベルバーン」

2006
まちなみ参観日

2005
経年美化の
まちづくり

2009
国土交通省第1回

「長期優良住宅
先導的モデル事業」採択

2009
海外でのまちづくり

2010
シャーメゾンガーデンズ

2024
米国での
分譲地開発

1999
リフォームセンター

2000
20年長期保証制度

1999
既存住宅流通システム

「ユートラスシステム」
2002
リフォーム営業所 2004

カスタマーズセンター
休日受付センター

2004
積水ハウスリフォーム
株式会社設立

2020
カスタマーズセンター
オーナーデスク

2009
国土交通省  長期優良住宅認定制度

1961
B型誕生

1976
地盤状況の事前調査

1987
カスタマーズセンター

1979
実大振動実験

2011
空気環境配慮仕様

「エアキス」

2020
「HED-Net」を開発、

実証実験開始

2021
PLATFORM HOUSE touch

2023
life knit design

1992
「1660基礎」開発

2003
免震住宅1995

シャーウッド
構法

1989
生涯住宅思想

2007
制震構造

「シーカス」開発

2018
ファミリー スイート

2020
次世代室内環境システム

「SMART-ECS」

2023
「SI事業」

1976
賃貸住宅借上げに
より家賃を保証

1984
「ダインコンクリート」
外壁材

1964
直接販売・責任
施工体制

1973
基礎工事専門会社
設立

1976
賃貸住宅経営
サポート

2007
オーナー住宅買取再生事業

「エバーループ 」

積水ハウスグループの歩み
高品質で長寿命な住宅の提供を通じて、住まいの資産価値を向上させ、
業界の先駆けとしてストック型社会の基盤を築きました。現在は、リノ
ベーション事業の強化や共同建築事業を推進するとともに、スマート
ホーム技術や感性デザインを取り入れた、価値ある住まいづくりを推
進しています。

果たすべき使命
住まいの性能と美しさを追求することで、永く住み続けていただける
価値ある住宅を提供します。

重点方針
時代や地域の特性に適応する住宅の供給と維持管理を進化させ、住
まいの長寿命化と資産価値の創出を実現します。

重点テーマ　
安全・安心・快適性
資産価値の創出
住宅の長寿命化
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良質な住宅ストックの形成　｜　共同建築事業「SI事業」

Drive Positive Impact

「地震に強い家」は、命を守る技術から生まれる

　日本には、新耐震基準を満たさない住宅が約840万戸あり、そのうち約
500万戸は深刻な耐震性不足が懸念されています。さらに、新耐震基準に
基づいた建物でも、一部は地震による倒壊などの被害が発生しています。積
水ハウスは、これまでの大地震において、全壊・半壊ゼロ*という実績を築
いてきました。その要因の一つが、土台を使わず基礎と柱を直接緊結する

「 基礎ダイレクトジョイント」です。揺れの
方向に関係なく建物全体の強度を保ち、
柱の抜けや外れを防ぐ独自の耐震技術を
広くオープン化し、「日本にもっと、良質な
木造住宅を」という想いを込め、パーナー
企業と共に推進する共同建築事業「SI事
業」を2023年9月に開始しました。
* 地盤移動や津波によるものは除く

Create Happiness

快適な住み心地と確かな安心の、どちらも叶える住まいづくり

　SI事業は、住宅の耐震性において重要なスケルトン部分を、積水ハウス
が設計し、積水ハウス建設が施工を行います。インフィル部分はパートナー
企業が担当します。この共同により、積水ハウスの耐震技術や施工力と、
パートナー企業の地域特性に応じた提案力や販売力を融合した共同建築
事業が実現します。オリジナル技術や高精度の施工力に加え、許容応力度
設計による構造計算など
のサポートも積水ハウスが
提 供 することで、パート
ナー企業とともに、「 快適
な住み心地」と「地震への
安心」の両方を叶える住ま
いを、より多くのお客様へ
提供していきます。

Transform Society

「地震に強い日本」を、住まいから変えていく

　2025年1月には3社と新たに提携を開始し、「良質な住宅ストックの形成」
に向けて志を共有するパートナー企業が合計8社となりました。これにより、
東北から九州までの幅広い地域のお客様に安全で安心な木造住宅をお届
けできる体制が整いました。2027年度には年間500棟、2029年度には年
間1,000棟の販売を目標とした上で、その後も全国のパートナー企業との連
携を深めていく計画です。
　SI事業は、住まいの耐震性能を向上させ、日本
にもっと良質な木造住宅を広めるための重要な取
り組みです。耐震性と快適性を兼ね備えた木造住
宅を全国に供給し、将来にわたり住み継がれる良
質な住宅ストックを形成することで、地域社会の
安心と、未来の幸せに貢献し続けていきます。

 P.51 SI事業

被害エリアに建っていた
積水ハウスの数

全半壊0棟
177,458棟

全半壊0棟
29,692棟

全半壊0棟
10,246棟

東
日
本
大
震
災

熊
本
地
震

阪
神
・
淡
路
大
震
災

2011年 2016年1995年

積水ハウスグループの歩みと「SI事業」が創造する価値  

1973
基礎工事専門会社

「積和工事」設立

1974
均質かつ強固な基
礎「一体打ち工法」
開発

1979
実大振動実験により
当社住宅の耐震性
能を実証

2004
地震力を基礎に直
接伝える「基礎ダイレ
クトジョイント」開発

2022
木造住宅「 シャー
ウッド 」で耐震性
の 高 い 住 宅を普
及・累積7万棟の
実績を積む
※2022年12月時点

2023  「SI事業」開始
• �独自の耐震技術と高精度な

施工による業界への貢献
• �パートナー企業との連携・共

創強化
• �施工力不足の解消に寄与
• �許容応力度設計による構造

計算提供

2025 パートナー8社との提携
• �東北から九州までの供給体制構築
• �パートナー企業の構造計算負担

軽減
• �戸建住宅の耐震性不足の解消に

貢献
• �快適な住み心地と地震への安心

を実現する住まいの普及

拡大するインパクト

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：「SI事業」がつくる幸せ Transform Society

積水ハウス
【強靭な基礎・躯体・接合部 責任施工】

S スケルトン

積水ハウス
耐震性に優れた

安全・安心を提供。

パートナー企業
より多くのお客様に

快適な住み心地を提供。

パートナー企業
【地域の特長を活かした外装・内装設備】

I インフィル

• �安全・安心な住まいの提供

• �住宅の耐震性能向上

• �資産価値の向上

• �良質な住宅ストックの形成
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良質な住宅ストックの形成　｜　共同建築事業「SI事業」

Dialogue ｜ SI事業

日本にもっと、良質な住宅を

　積水ハウスグループは、創業以来培ってきた安
全・安心の技術をオープン化し、パートナー企業と互
いの強みを活かした、業界初の共同建築事業「SI事
業」を2023年9月に開始しました。SI事業を通じて、
当社オリジナルの耐震技術「ダイレクトジョイント構法

（DJ構法)」や積水ハウス建設による高精度な施工を
取り入れた、高い耐震性を備えた住宅を全国に広
げ、良質な住宅ストックの形成に貢献します。このSI
事業の立ち上げから推進に携わる従業員が、事業に
かける想いや今後の展望などをお伝えします。

日本全体の住宅を、もっと強くしていくために

「基礎ダイレクトジョイント」が、住まいのスタンダードになる未来

これまでにない、良質な住まいづくりネットワークを

　「日本全体の住宅をもっと強くしていくために、コンピューターCPUのよう
に、積水ハウスの耐震のコア技術を搭載できないだろうか」。社内会議でのそ
んな意見から、SI事業の開発はスタートしました。CPUに相当するコア技術は
何かと問うた時、間違いなく基礎ダイレクトジョイントであることは総意でした。
そこからプロジェクトを組み、新事業のあり方を模索してきたのです。

　日本の住宅の耐震性を向上させることは、人々の暮らしに安全・安心と
いう価値を提供することであり、社会課題の解決にもつながると信じていま
す。SI事業によって、一人でも多くの方に、積水ハウスの耐震技術を実感し
ていただけることを目指しています。

　「日本の住宅を強くする」という私たちの志に共感いただいて、パートナー
提携に至った各社様は、いずれも高品質な住宅づくりで地域から支持されて
いる企業ばかりです。商品戦略の拡充や2025年の法改正への対応に関して、
本事業に期待を寄せていただいています。

　パートナー企業様によって階高、断熱、構造材などの仕様が異なり、着地
点を探るのは予想以上に大変で、商品開発に匹敵するプロセスを要しまし
た。印象的だったのが、積水ハウス建設の施工精度や現場の美しさをパート
ナー企業様がもれなく絶賛されること。グループ内にいると、その真のすごさ
に気づけないかもしれません。また、木造住宅に関する貴重な知見が集結し
ていることも収穫です。

　さまざまな方にもヒアリングを重ねる中で見えてきたのは、高い施工精度が
求められる「ダイレクトジョイント構法の施工を積水ハウス建設が行い、外装・
内装・設備は自由にアレンジできる」という構想に、多くのビルダー様が関心を
示してくださいました。話し合いや思考錯誤の中で、「パートナー企業様の独自
性をそのままに、積水ハウスの耐震技術をインストールする共同建築事業」とい
う、まったく前例のない新しいビジネスモデルが形づくられていったのです。

 SI事業

右から：�SI戦略室長 板倉 浩二（現：戸建事業戦略部長）、�
真鍋 あかり、上野 浩司（現：SI戦略室長）、木村 昇平、�
山尾 藤広（現：監査部）

　パートナー企業様との協業を通じて、私たち自身の強みを再認識すると
ともに課題も知ることができ、さらに新たな可能性を見いだしています。当
初は別の方法で検討を進めていたところ、プロジェクトの半ばで、従来に
ないビジネスモデルを新たに創出する方針に大転換。一から契約形態や
商品・サポート内容を模索していくことは、とてもチャレンジングな経験で
した。

　現在の姿にまで磨き上げられた共同建築事業という形態は、互いの強
みと自由度を確保しつつ、将来的に多様な協働のスタイルを追求できる
点も魅力の一つです。

　地震大国の日本で、耐震性の高い良質な住宅ストックの形成を加速させ
るには、SI事業の意義に賛同下さるパートナー企業と連携し、基礎ダイレク
トジョイントを普及していくことが重要です。年間で2027年度には500棟、
2029年度には1,000棟が目標です。

　理想は、「その家は、基礎ダイレクトジョイントが入ってる？」という会話が
当たり前になるほど、住まいのスタンダードとして広まることです。そうする
ことで、より多くの方の安全・安心を守り続けていきたいと考えています。
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良質な住宅ストックの形成　｜　life knit design

Drive Positive Impact

機能性と美しさを、融合した住まいの追求

　積水ハウスは、住まいを重要な社会資本の一つ
として捉え、美しさや一人ひとりの心に寄り添う住
まいづくりに取り組んできました。住まいは、お客
様の夢や理想が詰まった大切な空間。だからこそ、
素材の選定や施工技術にもこだわり、機能性と美
しさや感性を融合することで、心から心地よいと思
える住まいや、暮らしの中でふと感じる心の動きを
大切にする住まいづくりを追求しています。

Create Happiness

時間とともに、愛着を編み込む住まい

　美しいと感じる空間、心惹かれる手触り、心地
よい時間の過ごし方は、一人ひとり異なります。そ
うした感性に寄り添うデザイン提案システム「life 
knit design」を2023年度に開始しました。約6,600
点の画像から受ける印象を言語化し、導き出した
独自の「6つの感性フィールド」に基づいた提案
は、一人ひとりの感性を住まいに映し出し、愛着
を育む住まいづくりを実現しています。

Transform Society

住まいが、一人ひとりの幸せをつくる未来

　2024年度は、6つの感性フィ―ルドによるインテ
リアを比較体験できるモデルハウス「6 HOUSES」
を期間限定で開設。訪れた人々に「自分らしさ」
を発見いただけるきっかけを提供しました。流行
を追う一様なデザイン提案ではなく、一人ひとり
の感性に寄り添う住まいが、人生100年時代の幸
せにつながると考えています。
　住まう人の感性を編み込み、美しく景観と調和
した住まいづくりにより、愛着を育み、長く住み続
けていただくことで、美しく良質な住宅ストックを
形成。住まいが幸せをつくり出す未来を、これか
らも実現していきます。

 life knit design

「life knit design」というデザイン思想

　「お客様のお持ちの家具やアートに合わせて、住まいを設計
できます」。住宅展示場で、ある営業の方がふと発したこの言
葉が、とても心に響きました。お客様の感性に寄り添っている言
葉だなと感じたのです。この言葉こそが、life knit designの大
きなヒントとなりました。
　life knit designの空間づくりは、まずお客様一人ひとりの感
性を受け入れる器となる美しく普遍的な空間をつくること。そこ
に6つの感性フィールドを起点にお客様との会話を通じて唯一
の空間を創り上げていきます。
　life knit designの「knit（編む）」に込めた想いは、人生とい
う一本の糸が、愛着とともに日々編み込まれていくような暮らし
をご提供することです。性能や機能はもちろん大切ですが、そ
こに感性価値と社会価値をプラスすることで、安全・安心・快
適性のその先にある、自分らしい暮らしや幸せ、そこに流れる
時間をご提案していきたいと考えています。

積水ハウスグループの歩みとlife knit designが創造する価値 

1961
内装をプラスチッ
クから木材へ変
更し、感性に訴え
る設計を「B型 」
に反映

1965
独自の鉄骨軸組
構法と生産シス
テムにより「邸別
自由設計 」の思
想を確立

1978
美しい外観と室
内により暮らし方
を提案する「グル
ニエのある家 」
販売開始

1985
一人ひとりの個
性や感性を住ま
いづくりに反映す
る「ONE’S ONE」
展開開始

2010
室内外の空間を
つなぎ、居心地
のよさを研究した

「スローリビング」
を提案

2023 life knit design 開始
• �時間と共に愛着を編み込む暮らし
• �感性に響く心地よさ
• �まちなみや景観と美しく�

調和するデザイン
• �つながりを生む幸せな日 の々暮らし

2024 6 HOUSES 開設
• �6つの感性フィールドによる�インテ
リアを体験比較できる場

• �自分の「好き」が見つかる
• �外観や植栽計画が自然景観と�

調和する６棟のまちなみ

拡大するインパクト
• �幸せをつくり出す住まい
• �住まいの選択肢が機能から	

感性へ進化
• �住まいの価値が質へシフト
• �感性が尊重される文化

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：life knit design がつくる幸せ Transform Society

駒沢シャーウッド展示場 HUE
東京都世田谷区

6 HOUSES 
茨城県つくば市

業務役員
デザイン設計部長
矢野 直子
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創造する価値 拡大するインパクト

積水ハウスグループの歩み
環境と共生する住宅・まちづくりを目指し、国の基準に先駆けて環境
課題に取り組み、大規模開発プロジェクトにもまちづくりの思想を取り
入れてきました。現在は、ZEHの普及促進や事業活動の脱炭素化、持
続可能なまちづくりや環境負荷低減を実現する、さらなる技術開発を
進めています。

果たすべき使命
環境負荷低減や再生可能エネルギー活用などを積極的に推進し、よ
り幸せに暮らし続けられる未来を切り拓きます。

重点方針
人・まち・地球の調和を目指し、サプライチェーンを含めた事業活動を
通じて持続可能な社会の実現に取り組みます。

重点テーマ　
脱炭素化	  ESG Fact Book P.6-13

生物多様性保全	  ESG Fact Book P.18-23

資源循環	  ESG Fact Book P.31-34

地域社会との共生	  ESG Fact Book P.67-80

労働安全衛生・サプライチェーン	  ESG Fact Book P.81-88

持続可能な
社会の実現

マテリアリティ　｜　持続可能な社会の実現

脱炭素社会の実現
日本全体のCO₂排出量の約
16%を家庭部門が占めている
ことから、省エネ住宅の普及
を通じて高断熱化や省エネル
ギー化への取り組みを強化し、
脱炭素化を促進します。

生物多様性の保全
持続可能な木材調達や植
栽活動「5本の樹 」計画の
推進により、森林減少の抑
制や劣化の激しい都市緑地
の回復などを通じた生物多
様性保全に貢献します。

循環型社会の構築
より質の高いリサイクルの実
現や廃棄物削減・管理の徹
底により、資源の効率的利用
の促進と環境負荷の低減を
実現し、循環型社会の構築
に貢献します。

脱炭素化

生物多様性保全

資源循環
循環型社会へ先導

脱炭素社会へ先導

人と自然の共生社会へ先導

1961
アルミサッシを窓枠に
採用したB型誕生

1982
PSH-21 
パッシブソーラーハウス 

2001
「5本の樹」
計画開始

2002
工場の
ゼロエミッション開始1999

環境未来計画

2003
資源循環センター

2007
ICタグ活用廃棄物
実測システム

2005
廃棄物処理の新築施工
現場ゼロエミッション
達成

2017
廃棄物回収電子処理 
システム

2024
「循環する家
（House to House）」 
プロジェクト発表

1996
高性能遮熱断熱
複層ガラス

1997
太陽光発電標準採用
モデル発売

1999
環境未来
計画

2003
次世代
省エネルギー仕様

2005
まちづくり憲章制定

2006
まちなみ参観日

2006
新梅田シティ�  

「新・里山」造成
2010�

「シャーメゾンガーデンズ」

2006
環境教育プログラム�

「Dr. フォレストからの 
手紙」開始

2007
「5本の樹・野鳥ケータイ 
図鑑」サイト開設

2022 
TNFDフォーラム参画

2024 
「TNFD Early Adopter」
登録

2024 
2001年からの累積
植栽本数2,069万本

2021
「5本の樹」計画の生物多様性
保全効果定量評価「ネイチャー・
ポジティブ方法論」公開

2022
生物多様性と健康に関す
る共同研究を東京大学と
開始

2003
瓦一体型太陽光発電
システム開発 2005

サステナブル・ビジョン発表

2008
CO2オフ住宅

2019 
分譲マンション�

「グランドメゾン」ZEH

2021 
「積水ハウスオーナー
でんき」

2009
環境配慮型住宅

「グリーンファースト」

2020
集合住宅
シャーメゾンZEH

2017
RE100加盟

2023
当社保有の新築事務所・
施設ZEB2013

「グリーンファースト
ゼロ（ZEH)」

1977
「コモン（Common）」の思想に
基づくまちづくり

2004
廃棄物処理の

「広域認定制度」認定取得
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持続可能な社会の実現　｜　グランドマスト

積水ハウスグループの歩みと自立型サービス付き高齢者向け賃貸住宅「グランドマスト」が創造する価値 

1975 日本初
高齢者・身体障が
い者配慮住宅「車
いすの家 」を熊本
理学診療科病院
内に建設

1981 日本初
「 障がい者モデル

ハウス」を建設し、
身体障が い者配
慮 部 品 の 整 備を
開始

1987 日本初
高齢者や 身体障
がい者を支援する
ホ ーム エ レベ ー
ターを採用した生
涯住宅を展示

1989 
い つも今 が 快 適
と い う「 生 涯 住
宅 」思想を住まい
づくり思想として
定義

2002 業界初
暮らしやすさを実
感できる住宅のユ
ニバーサルデザイ
ンを確立、戸建住
宅に適用

2011 グランドマスト
• �自立型サービス付き高齢者

向け賃貸住宅の提供
• �見守りと安心サポートによる

健康的な暮らし支援
• �交流の場・つながりの促進

2024 幸せを高めるグランドマスト
• �入居者の幸せ・生活満足・�

健康意識向上
• �高齢者の活動的な暮らし
• �社会参加意欲の向上
• �家族の安心感
• �まちに暮らす

拡大するインパクト
• �健康寿命の延伸
• �医療・介護費の負担軽減
• �高齢者の地域交流促進
• �多様な住まいの選択肢
• �多世代交流の増加

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：グランドマストがつくる幸せ Transform Society

Drive Positive Impact

健康的に年齢を重ねる方々の「わが家」

　日本の超高齢社会において、高齢者向け住宅
は、介護が必要になった時に住む場所と捉えられ
がちです。しかし、65歳から74歳までの要介護認
定率はわずか6％。多くの方が介護を必要として
いるわけではありません。
　積水ハウスは、健康的に年齢を重ねるアクティ
ブシニアの方々が、自分らしく、自由に、健やか
に暮らしながら、必要なサポートも受けられる「グ
ランドマスト」シリーズを展開。独自の生涯住宅
思想やユニバーサルデザインを活かし、人生 100
年時代を幸せに暮らし続ける住まいを提供してい
ます。

 積水ハウスのグランドマスト

Create Happiness

幸せ度が高い、グランドマストの入居者

　グランドマストは、安全・安心・快適な住ま
いに加え、コンシェルジュデスクによる生 活
サポートや、食べる・動く・人とつながる日々を
楽しめる自立型サービス付き高齢者向け賃貸
住宅です。
　2023 年度に千葉大学予防医学センター・近
藤克則特任教授と実施した共同研究では、グラ
ンドマストの入居者は、地域の同世代と比べて

「 笑う頻度(1.3倍)」、「 外出頻度(1.8倍)」、「 誰
かと一緒に食事をする頻度 (1.4 倍 )」が高い
ことが明らかとなり、ウェルビーイングの向上に
つながっていることが示されました。

 高齢者のWell-beingを高める住まい

Transform Society

住まいがつくる、健康長寿社会

　グランドマストは、介護を前提とした住み替えで
はなく、自分らしく暮らし続けるための選択肢です。
自分らしさを大切にしながら、人や地域とつながり、
毎日の暮らしを楽しめる住まいは、高齢の方々がよ
りアクティブに、いきいきと暮らし続けられる、健康
長寿社会の新しい幸せの形を実現しています。

グランドマストにご入居されている方々は、共食頻度が高くよく笑う

　グランドマストのご入居者様はセカンドライフを満喫されていて、ご
友人やご親族に入居を勧めてくださる方も少なくありません。そうした
様子を見る中で、都心に立地し、外出の楽しみがあり、かつ日常的に顔
見知りの人と話す機会のある住宅で暮らす高齢者の健康・幸せ度は高
くなるのではないかと考えるようになりました。

　今回の研究を通して、グランドマストにおける外出・交流機会や共食
機会の充実が、幸せにつながる可能性が浮かび上がってきました。これ
らの因果関係をさらに追究し、「暮らしているだけで健康・幸せになるシ
ニア向け住宅」を実現していきたいです。

　グランドマストの全39施設のご入居者様のうち、7割の方に共同研究
にご協力いただきました。コンシェルジュデスクによる情報案内や周辺オ
リジナルマップ配布による「外出頻度」の増加、食事を共にすることが「笑
う頻度」の増加につながるという研究結果は、とてもうれしかったです。

+10%+10%

幸福感

7.037.03

7.707.70 +7%+7%

生活
満足度

6.876.87
7.327.32

+3%+3%

人生
満足度

7.097.097.307.30 +5%+5%

身体的な
健康状態感

6.376.37
6.716.71

+5%+5%

生活費
の心配

7.357.35
7.707.70

+4%+4%

生活
の安全

7.537.53
7.827.82

地域高齢者（n=5,810） グランドマスト入居者（n=830）

Well-being平均値の比較

9都道府県 39ヵ所
（2024年6月時点）

専属のシェフが常駐し希望
者には食堂での食事を提供

* 積水ハウスシャーメゾンPM東京株式会社　所属

グランドマスト 
事業部
取締役 事業部長*
宮本 俊介

経営戦略本部
地方創生戦略部
佐藤 哲

5403 TRANSFORM SOCIETY   |   Value Report 2025

https://www.grandmast.jp/
https://www.sekisuihouse.co.jp/company/stories/20240123/


持続可能な社会の実現　｜　キッズ・ファースト

積水ハウスグループの歩みとJUNOPARKが創造する価値 

1990
総合住宅研究所
に体験型研究施
設「 納得工房 」
併設

1992
一般の方々が住
まいづくりを学べ
る講座「 すまい
塾 」を納得工房
にて開講

2000年代初期
全国の「 住まい
の夢工場 」で小
学生から大学生
を対象に体験プ
ログラムを提供

2006 
子どもたちへの
環境教育プログ
ラム「Dr.フォレス
トからの手 紙 」
開始

2008
従業員が講師を務める�
出張授業開始

住育への参加子ども人数
(2008～2024年度)

従業員による出張授業
27,860人
当社施設・ 

体験プログラム
56,174人

Output
• �住の体験型パーク開業
• �子どもたちの体験機会
• �感性を育む新しい体験の場
• �好きや夢中に出会うきっかけ
• �地域とのつながり促進イベント

Outcome 
• �自分の好きや大切に気づく
• �感性や表現力、自己理解が育まれる
• �感性豊かな子どもたちが他人との

違いを尊重し合う力を持つ
• �幸せづくりの共感の広がり

拡大するインパクト
• �感性豊かな子どもたち
• �幸せな社会
• �新たなイノベーション
•   「幸せをつくる感性」が

社会に広がる

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：キッズ・ファーストがつくる幸せ Transform Society

Drive Positive Impact

感性豊かな子どもを育む、積水ハウスのキッズ・ファースト

　「キッズ・ファースト」企業として積水ハウスが大切にしてきたこと。それは、
子どもたちの幸せです。私たちは「幸せとは何か」を問い続け、その答えの
一つとして「豊かな感性」にたどり着きました。感性とは、その人らしさを形
づくる力であり、人生に彩りをもたらします。そして、感性は、さまざまな体験
を通じて少しずつ育まれていきます。
　だからこそ、私たちは、暮らしの中で幸せを感じる心を育む「住育」という考
え方を大切にしてきました。一人でも多くの子どもたちに、自分らしい「好き」や

「大切」に気づくきっかけを届けることで、幸せづくりの一助になりたいという
想いから、2025年8月に、子どもたちの豊かな感性を育む体験型住育施設

「JUNOPARK」を京都府木津川市（旧：納得工房）にオープンします。ここから
始まる多くの「体験」が、未来へとつながる大きな一歩になると考えています。

 JUNOPARK

Create Happiness

「好き」と「夢中」が、幸せの種になる

　日本の子どもたちの精神的な幸せ度は、先進国の中でも低いとされてい
ます。そんな社会だからこそ、「子どもたちが好きなことに夢中になる時間」
を大切にしたいと考えました。
　JUNOPARKは、暮らしの「エデュケーション (学び)」と「エンターテイン
メント (楽しさ)」を融合させた「住育エデュテイメント施設」です。小学校高
学年をメインターゲットに、積水ハウスの考える「暮らしの中で育まれる6つ
の感性」をテーマにしたオリジナルプログラムや展示を用意しています。「楽
しい」「やってみたい」という感情が自然と湧き上がるような体験を通して、
子どもたちが自分らしい感性を育む場を目指しています。ここでは「正解は
一つではない 」「自分で選んでいい 」。そんな価値観が受け入れられる空
間が広がり、子どもたちが夢中をつくり出し、自分の「好き」や「大切にした
いこと」を見つけていく場所です。

Transform Society

子どもたちの幸せは、未来の幸せ

　子どもたちの幸せは、未来の幸せにつながると考えています。感性豊かに
育った子どもたちは、「自分にとっての幸せ」を見つけることを楽しみながら
人生を過ごし、やがて自分らしさを発揮しながら未来の社会に新しい風、す
なわち、イノベーションを起こしてくれる存在です。
　積水ハウスの「住育」は、そんな未来を生きる子どもたちの感性と幸せを
育む場として、JUNOPARKを未来の幸せへの投資と位置付けています。子ど
もたちの幸せに本気で向き合うこと
が、より幸せな未来につながると信じ、

「住まいづくり」から「幸せづくり」へ
と、積水ハウスの存在意義を実現す
るキッズ・ファーストの取り組みをこ
れからも推進し続けていきます。
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持続可能な社会の実現　｜　積水ハウス マッチングプログラム

積水ハウスグループの歩みと積水ハウス マッチングプログラムによる価値創造 

2006
従業員と会社の共同寄付制度�

「積水ハウス マッチングプログラム」開始。
子どもたちが幸せに暮らし続けられる 
社会・環境づくりを目的に、 
こども基金・環境基金を創設し、 
従業員の寄付と同額を会社が拠出

2023
従業員のアイデア
を非営利団体とと
もにプロジェクト化
し助成する制度へ
と改革

Output Outcome 拡大するインパクト
• �従業員の自発的な参加
• �多様な共創による�

価値創造の循環
• �幸せに暮らし続けられる�

社会・環境の実現

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：積水ハウス マッチングプログラムがつくる幸せ Transform Society

Drive Positive Impact

制度を変えた、社内に埋もれていたアイデア

「 積水ハウス マッチングプログラム」は、2006年に開始した従業員と会
社の共同寄付制度です。当初は社会課題の解決に取り組む全国の非営利
団体へ寄付を届ける仕組みでしたが、「もっとできることがあるのではない
か」という従業員の声を受け、制度改革を進めていました。
　そんなある日、社内アプリに投稿されていた多くの従業員のアイデアが、
社会をより良くすることにつながると気づきました。「子どもたちに体験を」

「 地域に安心できる居場所を」「 みんなでみんなの子どもを育てる」など、
誰かの幸せを思い、考え抜かれたアイデアが、創発型表彰制度「SHIP」の
審査を通過せず、アプリの中で埋もれていたのです。
　この「埋もれていたアイデア」に対し、社外の非営利団体が「この指止ま
れ」方式で手を挙げ、アイデアをもとに活動を企画し、従業員と会社から寄
付をする新制度へと生まれ変わりました。

 積水ハウス マッチングプログラム

Create Happiness

従業員の想いがつながり、幸せが広がる

　この新制度では、社会をより良くしたいと願いアイデアを投稿する従業員、
社会の役に立ちたいと寄付をする従業員、社会のために行動したいと思い
助成プロジェクトにボランティアとして参加する従業員が、一つの活動を3方
向から支える仕組みになっています。どれもが「子どもたちが幸せに暮らし
続けられる社会・環境」を願う気持ちから生まれた行動です。2024年度は、
117の従業員のアイデアを起点に、56のプロジェクトが企画され、全国で
1,448の活動を実施。4万人を超える人々の幸せにつながりました。一人の
想いが、社会との共創を通じて、たくさんの幸せを生み出しているのです。

Transform Society

想いと仕組みが、未来を変えていく

　新制度は、寄付だけでも、ボランティアだけでもない、日本企業初の「創発
型社会貢献」です。従業員のアイデアと想いを出発点に、非営利団体ととも
に具体的な社会活動を企画し、従業員と会社が資金的に支え、さらに従業員
自らも行動する。この仕組みは、企業の社会的役割のあり方を問い直し、「想
いが動きに、動きが仕組みに、仕組みが社会に幸せをもたらす 」モデルと
なっています。私たちはこれからも、「誰かの幸せを想う心」を起点に、制度
や仕組みを社会の幸せ、そして未来の幸せにつなげていきます。

社会貢献やソーシャルイノベーション 
につながる従業員のアイデア

656件（第1回～第3回SHIP）

10件
受賞・具現化

最終審査(20件)

117件
プロジェクト化・助成

社会貢献アイデア(235件)

従業員アイデア（第1~2回SHIP 1,414件）

一人ひとりの想いが社会を良くする「創発型社会貢献」
社会をより良くしたいというアイデア、寄付、そ
して活動への参加を起点に、積水ハウスグ
ループは、地域や社会との共創により価値を
創り出す、新たな仕組みを構築しました。

アイデア 寄付 参加

2006～2024年度

寄付総額 約 4.9億円

助成団体数 のべ 646団体

制度加入従業員数 7,628人

(2025年1月末時点）

2024年度助成
助成プロジェクト数� 56
実施活動数� 1,448回
参加子ども人数� 31,213人
参加大人人数� 15,837人
ボランティア人数� 3,325人

 P.68-78 大切にしている価値観
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マテリアリティ　｜　ダイバーシティ＆インクルージョン

創造する価値 拡大するインパクト

積水ハウスグループの歩み
すべての人が自分らしく暮らせる社会を目指し、人財育成や多様性を
尊重した企業文化を築き、女性活躍推進や男性育児休業においても
業界をリードしてきました。現在は、従業員の自律支援を通じて、イノ
ベーションの創発と組織の持続的成長を促進し、誰もが幸せに暮らし
続けられる真の共生社会の実現を目指しています。

果たすべき使命
多様な視点や価値観が認められ、誰もが安心して特性や能力を活か
しながら活躍できる職場環境を築きます。

重点方針
従業員にとっての「わが家」である職場の幸せを実現し、自らの意思
で挑戦し続けられるよう活躍・自律を支援します。

重点テーマ　
ダイバーシティ推進        ESG Fact Book P.51-57

従業員の幸せ・健康　　   ESG Fact Book P.61-63

多様な働き方・働きがい・
人財育成・キャリア自律　  ESG Fact Book P.48-50, 58-60

ダイバーシティ＆
インクルージョン

ダイバーシティ推進

多様な働き方・働きがい・人財育成・キャリア自律

従業員の幸せ・健康 幸せに暮らし続けられる社会

インクルーシブな社会

多様な力を発揮できる社会
一人ひとりの個性や違いが尊
重され、誰もが力を発揮でき
る職場づくりを通じて、多様性
を活かしたインクルーシブな
社会の実現に貢献します。

多様な人財の活躍と価値創造
多様な人財が自律的にキャリ
アを築きながら力を発揮し、
新たな発想や価値が生まれる
環境を整えることで、イノベー
ションを通じて社会の発展に
貢献します。

幸せと健康を支える雇用の創出
多様な人財が活躍できるよう
雇用機会を広げ、働く幸せと
健康を実感できる地域社会の
実現と、幸せを支える基盤づく
りに寄与します。

人財の活躍とイノベーションの創発

2005
女性営業職
採用拡大

1987
教育研修要項制定

1982
セキスイハウス 
協力会設立

2003
キャリア
自律研修
開始

2004
人材公募開始

1987
設計道場開始

2006
キャリアアップ・ 
チャレンジ制度

2006
インテリア道場

2006
技術職
スペシャリスト
認定制度

2019
SHINE! Challenge 
Program

2021
キャリア面談

2021
複線型人事制度

2021
SHIP
(創発型表彰制度)

2023
高度学習支援制度

2024
Welcome Home
制度

2023
キャリア自律休業制度

2006
人材サステナビリティ
宣言

2014
ウィメンズ カレッジ

2014
女性現場監督交流会

2007
全国女性営業交流会

2015
女性現場監督 
サポートプログラム

2019
海外での技能実習

2020
積水ハウス建設 
ウィメンズカレッジ

2021
65歳超 
定年再雇用

2022
積水ハウスリフォーム
リーダーズカレッジ

1982 
職業訓練校開校 1992

育児休業規則制定

1997
介護休業規則制定

2004
ボランティア休職制度

2007
「子育て支援企業」
認定

2014
介護支援 
制度拡充

2016
在宅勤務 
制度化

2019
がん・不妊治療両立支援制度

2019
同性パートナー 
事実婚人事登録
制度 2020

ウォーキング
チャレンジ

2022
子どもサポート
休業制度

キャリア自律休業制度

2020
幸せ度調査2018

男性育児休業制度

2021
幸せ健康プロジェクト

2024
技術・生産4本部 
女性交流会
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ダイバーシティ＆インクルージョン　｜　女性活躍推進

従業員の幸せを実現する 女性活躍推進の20年 2005年に女性営業職の積極採用を開始し、以来20年間、誰もが自律して、幸せに働き続けられる職場づくりに取り組んできました。

創業 女性営業職の積極採用開始

2007 女性平均勤続年数 4.6年

2007
全国女性営業交流会

2015
女性現場監督
サポートプログラム

2019
女性営業メンター制度

2023
女性営業キャリア別交流会
女性設計エリア別交流会

2014
女性現場監督交流会

2014
積水ハウス 
ウィメンズ カレッジ

2014
介護支援制度拡充

2016
在宅勤務制度

2017
フルタイム・
日曜就業支援

2020
積水ハウス建設
ウィメンズカレッジ

2018
男性育児休業制度
スライド勤務制度

2019
がん・不妊治療
両立支援制度

2022
積水ハウスリフォーム
リーダーズカレッジ

キャリア自律休業制度

女性従業員の離職増加・要因分析・制度改革 女性従業員の定着向上・ロールモデルの増加 従業員の自律と幸せ
2005 2011 2015 20231960

本人の幸せ

女性活躍推進
施策

幸せな従業員 自律して働く
従業員

施策拡充

職場の幸せ
業績の高い

従業員

家族の幸せ

価
値
創
造
・
ノ
ー
マ
ラ
イ
ズ
な
社
会

2024 女性平均勤続年数 10年

はじまり
女性の活躍なくして会社の成長なし

誰もが当たり前に活躍できる
社会への第一歩

主な施策
メンタリング制度や交流会の実施

管理職育成研修や両立支援制度の拡充
上司の意識改革と職場環境改革

Drive Positive Impact

幸せを感じる職場
幸せ度の高いリーダーの増加

チーム全体の幸せ度向上
職場全体の幸せ度向上

幸せが広がる未来
多様な価値観を活かした組織文化確立

イノベーションの創発
誰もが活躍できるより幸せな社会

Transform Society

離職要因特定と改善プロセス
キャリア形成支援の実施

組織環境の整備と文化の変革
心理的安全性の確保と上司の意識改革

少しずつ広がる変化
女性の新卒・中途入社の増加
女性従業員・管理職数の増加
職場環境整備と制度の拡充

Create Happiness

女性
管理職

男性
管理職

女性
非管理職

男性
非管理職

65.9665.5970.7371.72

非管理職より管理職の方が、幸せ度が高い
男性管理職より女性管理職の方が、幸せ度が高い

（厚生労働省「雇用均等基本調査」より当社作成）

積水ハウスグループ※1　※1 2005～2011年 積水ハウス建設各社を除く
全産業平均　　建設業平均

建設業界平均の
約2倍

女性正社員比率
15.8%

17.2%
18.8%

20.2%
21.0%21.1%

21.6%21.5%
21.3%

23.6%
24.3%

25.1%
25.8%

26.5%
27.3%

28.9%
29.4%

25.4%
26.8%

27.2%
26.5%

15.3%
14.2%

13.7%
14.5%14.3%

13.9%
14.2%

25.5%
24.3%

24.0%
21.8%

14.8%

28.1%

29.8%

27.0%

2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 202320222021 （年度末）2024

積水ハウスグループの女性正社員比率 幸せ度総合値
（2023年度幸せ度調査　積水ハウス単体）

※�2022年度まで積水ハウスおよび国内主要グループ会社（鴻池組を除く）、
2023年度は鴻池組を含み、2024年度はすべての国内連結子会社を含む

2006 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2024（年度）

（人）

415
302273236206176158141114

15
0
75
150
225

450
375 342

2023

積水ハウスグループにおける女性管理職数の推移
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ダイバーシティ＆インクルージョン　｜　女性活躍推進

積水ハウスグループの歩みと女性活躍推進が創造する価値 

2005
新卒採用におい
て女性比率目標
を営業職20%に
設定し、女性の積
極採用を開始

2011
女性営業職の離
職率の上昇を受
け、全国的な交流
会などの定期開
催を開始

2014
年間20名を対象
に、2年間の女性
管理職候補者研
修「ウィメンズ カ
レッジ」を開講

2019 
入 社6年目以 上
の従業員が、1～
３年目をメンタリン
グする女性営業メ
ンター制度導入

2020
営業職の新卒採
用において女性
比率30%を新た
な目標に設定

Output
• �女性従業員・管理職比率の向上
• �キャリア選択肢と働き方の多様化
• �働きがいを感じる従業員の増加
• �育児休業・介護休業・キャリア自

律休業の取得率向上

Outcome
• �女性のキャリア継続率の向上
• �企業の創造性の向上
• �誰もが挑戦できる環境整備
• �従業員の幸せ度向上
• �働き方の多様性が当たり前の風土

拡大するインパクト
• �誰もが自分らしく�

幸せに働き続けられる社会
• �すべての人が活躍し、

多様性からイノベーション
が生まれる社会

Drive Positive Impact：積水ハウスグループの取り組み Create Happiness：女性活躍推進がつくる幸せ Transform Society

Drive Positive Impact

女性の活躍なくして、会社の成長なし

　日本の建設業界には長年にわたり、男性中心の職場文化が根強く存在
し、女性の活躍が難しい環境がありました。積水ハウスは2005年に女性営
業職の積極採用を開始し、2006年には「人材サステナビリティ」を人事基本
方針として掲げました。この方針は、多様な価値観を持つ人財の成長が企
業の持続的な成長に不可欠であるという、当時の代表取締役の想いに基づ
いています。
　しかし、2011年頃から女性営業職の離職が増加するとともに、在職者自
身も仕事と家庭の両立に不安を抱え、昇進を望まないケースが増えていま
した。これらの課題を解決するため、まず離職要因を徹底的に洗い出すこと
に取り組みました。その結果、長時間労働や建設現場には女性用設備が
整っていないこと、職場の固定概念、そして上司が無意識のうちに昇進の機
会を男性に偏らせる傾向が浮き彫りになりました。

Create Happiness

自律的なキャリア形成を支える、職場づくり

　これらの課題を受け、過度な残業や長時間労働の見直し、現場の設備改
善や育児休業制度の拡充を推進し、上司の意識変革に取り組みました。積
水ハウスの女性活躍は、「管理職を増やす」ことが目的ではなく、すべての
従業員が自律的にキャリアを描ける環境づくりを重視しています。そのた
め、従業員同士の交流を促進し、ロールモデルやメンターとの対話を通じ
て、自分らしい働き方を見つける支援に注力しています。これらの取り組み
は、すべての従業員が幸せに働き続けられる職場環境の実現にもつながっ
ています。従業員を対象とした2023年度・2024年度の幸せ度調査では、
女性管理職のいる職場は、いない職場に比べて従業員の幸せ度が高いと
いう結果が得られました。これは、多様な従業員の活躍が心理的安全性や
コミュニケーションの質の向上を促進し、関係性の強化につながることを裏
付けています。

Transform Society

誰もが幸せに働き続けられる、ノーマライズな社会へ

　女性営業職の積極採用を開始した2005年から20年が経過し、積水ハウ
スの女性正社員比率は、建設業界平均の約2倍にあたる29.8%に達しまし
た。2014年度に開始した女性管理職候補者育成プログラムやロールモデ
ルとの交流を通じて、自律的なキャリア形成を支援し、女性管理職の登用が
進むことで職場の多様性も向上しています。
　私たちが目指すのは、性別に関係なく誰もが活躍できるノーマライズな
社会の実現です。これは、単に管理職の女性比率を上げることではなく、一
人ひとりがライフステージや価値観に応じて働き続けられる環境を整えるこ
とにあります。
「 女性だから難しい 」「 時短だから任せられない 」といった固定概念を

一つひとつ取り除き、“当たり前”の意識そのものをアップデートしていくこ
とで、働く人々の幸せを積み重ね、社会全体の幸せに貢献していきます。

2005 2016 2022 2023

29.4％28.9％
24.3％

14.8％15.3％14.2％

15.8％

積水ハウスグループ
建設業平均

（年度）

女性正社員比率

2021 2022 2023 2024

66.57pt

65.98pt65.86pt65.75pt

積水ハウスグループ

（年度）

幸福度診断 Well-Being Circle 総合値
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ダイバーシティ＆インクルージョン　｜　女性活躍推進

Dialogue ｜ 女性活躍推進、あれから20年

ともに切り拓いた20年
—女性活躍推進の歩みとこれから

　2005年、積水ハウスは業界に先駆けて、女性営業
職の積極採用を開始しました。制度も前例も整って
いなかった時代。「誰もが活躍できる会社へ」という
想いのもと、悩み、迷いながらも、自らの力で道を切
り拓いてきた従業員たちがいました。
　あの時声を上げ、行動し続けた人たちの挑戦は、
働く環境を少しずつ変え、今の「当たり前」を創り上
げてきました。それは、積水ハウスグループらしい自
律と変革の原点でもあります。20年をともに歩んで
きた従業員たちが、あの頃の葛藤と手応え、そしてこ
れからの未来への想いを語ります。そこには、時代を
変えてきた確かな誇りと、まだ進化の途中であるとい
う覚悟がありました。

左から：
小谷 美樹　技術管理本部 エグゼクティブスペシャリスト
　(1988年 技術職で入社・ウィメンズカレッジ初代事務局)
吉井 文英　国際事業本部 国際戦略部 戦略企画室長
　(2011年復職 技術職で入社・ウィメンズカレッジ1期生)
黒木 史子　東京営業本部　東京北支店長
　(2004年 営業職で入社・ウィメンズカレッジ3期生)
横山 亜由美　ESG経営推進本部 ダイバーシティ推進部長
　(2004年 営業職で入社・ウィメンズカレッジ4期生)

ただただ、当たり前に働いていた

期待が、挑戦を後押ししてくれた

　入社して37年。あの頃、女性の技術職は西日本で8人だけ。初めての消
費税導入の大変さも、事業所の楽しい雰囲気で乗り越えてきました。

　阪神・淡路大震災を経験し、積水ハウスの品質の高さを肌で感じたことが
入社のきっかけになりました。当時は、資格取得は一発合格を目指し、遅くま
で働くのも当たり前でした。日々、自分なりに仕事に真摯に向き合い、切磋琢
磨していく中で、次第に職場でも現場でも信頼関係が生まれ、お客様に喜ん
でもらえることも増えていきました。

　私は建築学科出身ですが、営業職を希望して入社しました。資格を取り、
夜遅くまで働き、しっかり頑張っていることを証明したかった。無我夢中とい
うより、それ以上の感覚で走り続けていました。

　新入社員だと「大丈夫かな？」と思われるのは当然で、私も、お客様に「あ
なたでよかった」と言われるようになりたい一心で、たくさん勉強し、とにかく
夢中で働いていました。

　国際事業本部への復職後、ウィメンズカレッジやマネジメント研修など
多くの受講機会に恵まれました。社内外で奮闘する女性メンバーとの出
会いや、受講を後押しし、常に気にかけてくださる事業本部長や上長など
の心強い存在が、挑戦への力になっています。

　女性同士の交流会や研修会の場で、会社からの期待を肌で感じら
れたこと。さらに、上司と一緒に研修を受け気づきを共有できたこと。
こうした体験が、信頼や対話のきっかけにもなりました。支店長に任命
された時、「 私でいいのかな」と正直驚きました。当時の住宅業界では
女性の支店長は珍しく、「 支店長はこうあるべき」というイメージも強く、
自分らしいスタイルを見つける難しさもありました。それでも、自分で切
り拓いていくことに意味があると信じていました。今では、いろんなス
タイルの支店長がいて、いろんな考えを持つメンバーがいて、マネジメ
ントのあり方を考え直す良い機会になったと、ようやくそう思えるように
なっています。

　配属先では私が初めての女性営業でした。男性と同じように働きなが
ら、少しずつ後輩が増えてきて、全員が同じように働けるわけではないと
いうことに気づき始めたのです。自分たちが変えていかなければこのま
まだと思い、みんなで少しずつ環境を変えていきました。

　私も特別な意識はなく、自分なりに一生懸命やってきただけ。でも、
リーダーやロールモデルがいない環境は働きにくいんだなと、そんな当
たり前のことを少しずつ学んでいきました。もちろんつらいこともあった
けど、支店長や総務部長の応援があり、成果を出せばしっかり評価して
もらえた。交流会でも「 期待されている」と感じる瞬間が多くあり、その
想いがいつの間にか、「私たちが変えていくんだ」という意識へと変わっ
ていった気がします。自分たちでチャレンジし続ける日々は楽しかったし、
チームみんなで出した成績で表彰された時の喜びは、今でも鮮明に覚え
ています。

　私は一度退職し、海外で留学と設計事務所勤務を経験後、復職しています。
今のような休職制度はない中で、当時の本部長や支店長が「今すぐには制
度の確立は間に合わない。でも、いつでも帰っておいで」と言って送り出して
くれました。実は、6年の海外生活の間に、元上長や仲間と連絡を取っていた
ことが、復職につながりました。

制度が、私たちに追いついてきた

　私は本社初の育児休業取得者です。復帰後、「2ヵ月の育休期間があるか
ら」と昇進を断られたことは、今でも忘れられません。その悔しさが、今ある
公正な評価制度の原点になりました。制度は、整ったから使うのではなく、「こ
う働きたい」という想いから始まるもの。家事・育児のサポート制度も、そう
やって少しずつ実現してきたのです。
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ダイバーシティ＆インクルージョン　｜　女性活躍推進

Dialogue ｜ 女性活躍推進、あれから20年

20年という期間は、必要だった まだまだ、前例をつくり続けていく

　支店長を目指す女性が現れてきたことは、私にとって嬉しい出来事の一つ
です。設計や現場監督も、性別にかかわらず誰にとっても自然なキャリアの選
択肢になってきました。みんなが自分らしく働ける環境をつくれていることも、
支店長として誇りに思います。人には得意・不得意があるもの。それぞれが自
分の強みややりたいことを思いきり発揮し、互いに補い合いながら成果を生
み出す。そんな多様性を力に変える組織の形がこれからの当たり前になって
いけばいいなと思っています。「営業はこう、設計はこう」という固定概念から
自由になり、専門性を持ち寄って、本当にいいものつくり上げていく世界です。

　個性を前提に、謙虚に「今の自分たち」を見つめ、そこに誇りと課題の両方
を見いだす。その姿勢がとても大事だと思います。積水ハウスは、ものづくり
に真摯に向き合う人たちの集まりです。その想いは、現場でも経営層でも変わ
らないんです。真剣な情熱を持つ人達が互いに刺激し合い、共に時代を切り
拓いていく。国内外の垣根を越え、ボーダーレスに新たな価値を創造する。そ
んな未来に向かって進んでいくことが次の成長につながると信じています。

　私は、営業職からダイバーシティを推進する立場になりました。現在、全
国 99 事業所のうち、女性支店長は1 人、副支店長も1 人です。支店長と副
支店長が年に2回、一堂に会する全国会議での集合写真が男女半々になる
日を本気で目指しています。

　女性営業職の積極採用を始めた2005年頃、同期の男性店長から、「どう
したらいい？」とよく相談を受けていました。私も全国で2人目の女性設計長
として、圧倒的に少ない前例の中で、男性設計長からも多くを学び、試行錯
誤を重ねてきました。

　振り返ると、私たちは「女性だから」ではなく、「前例がなかったから」挑戦
してきたのです。研究も、開発も、営業も、生産も、施工も、未開拓の分野に飛
び込み、道なき道を切り拓いていた。私は、当社が快適性・環境配慮に力を
入れたフェーズに技術開発職をしていましたが、多様な視点を掛け合わせ、イ
ノベーションを生み出すプロセスは本当に楽しかった。積水ハウスは、前例
がないことを楽しめる人たちが集まる会社なのだと、改めて感じます。

　20年前に入社した私たちは、前例がなかったからこそ、自由に動けた部分
もありました。もちろん、本当に大変な時もたくさんありましたけど。営業職
には職種転換の選択肢がなく、続けるか辞めるかの2択しかなかった。だか
らこそ、採用は続けていても辞めていく人が多く、女性従業員の数が増えな
い数年を経験しているのです。でも、いま一定の年次まで私たちが残れてい
るのは、その時代の積み重ねがあったからこそ。もし選択肢があったら、踏み
とどまれなかったかもしれません。本気で営業をやり抜きたい人たちが集ま
り、支え合い、切磋琢磨してきたその蓄積が、今の営業の強さに確実につな
がっている気がします。20年という時間がかかりましたが、一足飛びでは到
達できない領域に私たちは立っています。積水ハウスの女性営業は、間違い
なく、他社より強いですよ。

　20年前も、今も、これからも、もっと成長したい、できることを増やしたい、
そんな想いを持つ人は、自然と自分の限界を越えていく。「当たり前」をつくっ
ていくことは、エネルギーも時間も必要だけれど「とにかくやってみよう！」と
自ら動き出す人が、会社を、そして社会を変えていくのだと思います。

　これまでの20年とこれからの20年では、成長のスピードも私たちを取り
巻く環境も違います。積水ハウスは、グローバルに成長するフェーズに入って
います。これからが本当の正念場かもしれません。「女性活躍」という言葉さ
え必要ない、本質的なダイバーシティが当たり前になる未来へ、スピードを上
げて進化していきたいですね。

積水ハウス ウィメンズカレッジ

　2014年より、毎年20人の受講生を対象に、女
性従業員の自律的なキャリア形成と管理職登用に
向けた2年間のプログラムを実施しています。

1年目：経営視点を養うスキル学習
2年目：職場の課題を達成する経験学習
修了時：経営層へのプレゼンテーション
修了生：166人、うち管理職登用122人

　2年間で本当に多くの刺激を受けました。
社内認定に挑んだり、支店全体で新たな
活動に取り組んだり、率先してチャレンジ
できるように。誰かがきっかけをつくれば、
いろいろな意見やアイデアが加わり、大き
な波になっていくことを日々実感していま
す。
　女性に限定した管理職育成や研修プロ
グラムって、本当に必要？と思ったことも正
直ありました。ウィメンズカレッジで出会え
るのは、この課題をやり遂げるという共通
の目標に向かい、互いに高め合える仲間。
そこから得るものは、たくさんあります。

　管理職になることを、マイナスには捉え
なくなりました。管理職は、部下に幸せを
感じてもらうことができるよう考えたり、行
動したりできる仕事。そう考えられるように
なったことで、仕事にもより前向きに取り
組めるようになったと思います。

6103 TRANSFORM SOCIETY   |   Value Report 2025



マテリアリティ特定プロセス

　グローバルビジョンを実現するためには、事業活動
を通じてお客様や社会に貢献する価値を創造すること
が重要だと考えています。そのため、2022年度にマテ
リアリティの見直しを実施しました。
　見直しに際しては、積水ハウスグループが長期的に
取り組むべき課題を明確化し、それが社会的使命として
捉えられるかを全社視点で検討しました。さらに、経営
会議での議論や社外有識者を含めたステークホルダー
との意見交換を通じて理解を深め、最も重要な3つの
領域をマテリアリティとして特定しました。
　それぞれのマテリアリティには重点テーマを策定し、
取り組みの進捗を測るための指標 (KPI) を設定してい
ます。第6次中期経営計画 (2023年度～2025年度) 
では、11の重点テーマと54のKPIを設定し、具体的な
取り組みを推進しています。KPIの詳細および進捗状
況は、ESG Fact Bookをご覧ください。

2024年度に注力したKPI

　ESG経営の実効性を高めるため、当社では、KPIを従
業員および経営層の行動に結びつける仕組みを構築して
います。具体的には、一部のKPIを事業所のESG指標とし
て社長表彰に反映させています。また、ESG経営指標とし
て役員報酬の評価にも組み入れることで、従業員と経営
層の主体的な取り組みを促進しています。さらに、ESG経
営の推進体制のもとで、マテリアリティに紐づくKPIの進
捗を管理し、取り組みの評価を行うとともに、PDCAサイク
ルを通じて継続的な見直しと改善を行っています。
　54のKPIの中でも、従業員のESG指標や役員の業績
連動型株式報酬（PSU）に連動するKPIは、社会の持続可
能性と企業の持続的成長を実現するうえで、特に重要で
あると位置づけています。2024年度にESG指標やPSU
に連動していた13の主要KPIについては、それぞれの達
成が創造する価値と社会的インパクトを整理し、次ページ
にて紹介しています。

KPIに関する課題と気づき

　設定した54のKPIについて、ステークホルダーの皆さ
まから「数が多く、重要度が見えにくい」「時間軸や影
響範囲が異なり、全体像が把握しづらい」といったご意
見をいただいています。KPIは本来、経営資源の適切な
配分や実効性のあるマネジメントを支える指標ですが、
多岐にわたることで、真に注力すべき項目が埋もれてし
まうリスクがあります。
　また、短期的な進捗管理指標と、長期的な社会的イン
パクト指標の区別が十分に「 見える化 」されておらず、
KPIの達成が社会課題の解決や事業成長にどのように
つながるかを、社内外で共有する仕組みの強化も求めら
れています。
　こうした課題を踏まえ、KPIの再構築に向けた取り組
みを進めるとともに、優先して強化する施策、見直しや改
善が必要な施策、中止すべき施策を体系的に整理し、よ
り実効性のある取り組みの推進を目指しています。

KPIの見直しと今後の方向性

　KPIの改善に向け、当社ではKPIを「価値創造フェー
ズ (事業活動やプロセス改善)」と「インパクト拡大
フェーズ (社会・環境への影響)」に分類し、それぞれ
が企業価値や社会的インパクトにどのようにつながる
かを整理する見直しを進めています。マテリアリティに
紐づくKPIを、価値創造のツールとして再構築し、優先
度を明確にすることで、より実効性のある取り組みと成
果につながるKPIへと進化させていきます。また、第7
次中期経営計画(2026年～2028年度)では、新たな
KPIの導入や重点領域への集中も視野に入れ、経営戦
略とESGの統合をさらに強化していく方針です。
　今後も、ステークホルダーの皆さまからのフィード
バックや事業環境の変化を踏まえ、KPIの見直しと改善
を継続し、そのプロセスを適切にお伝えすることで、長
期的な成長と社会的インパクトの最大化を実現していき
ます。

* 耐震性能、景観・美観、生態系保全・生物多様性、断熱性能・CO2 削減、資源循環、地域社会との共生、健康・ つながり・学び、雇用の維持と人財育成  ESG Fact Book P.92 マテリアリティマネジメント ESG Fact Book P.89-99 ESGガバナンス ESG Fact Book P.94-97 指標と進捗

指標と進捗

マテリアリティ特定プロセス KPIの評価プロセス 

1. 重点テーマの把握・整理

創業からの歩みを振り返り、8つの
普遍的かつ重要なテーマ*を特定し、
事業活動との相関関係を整理。これ
までの歩みは、企業理念「 人間愛 」
に通じるものであることを再確認しま
した。

4. KPIの設定

第6次中期経営計画（2023年度～

2025年度）では、3つのマテリアリティ

に基づき11の重点テーマを設定し、具

体的な取り組みの進捗を測るため54

のKPIを策定しています。

2. コーポレートストーリー構築

8つのテーマをもとに、創出したイノ
ベーションとそれを支えた人財を整理
し、30年ごとのコーポレートストーリー
を構築。事業活動と関わりのある社会
課題と価値創造において重要な項目
を特定しました。

5. モニタリング

KPIの進捗状況は、ESG推進委員

会を中心に評価し、取締役会に報告す

る体制としています。取締役会は報告

を受け、グループ全体の対応方針など

について審議・監督を行います。

3. マテリアリティの特定

コーポレートストーリーから、優先
的に取り組むべき3つの要素を抽出
し、経営層との議論や ESG推進委員
会での意見交換と審議、取締役会で
の承認を経て、3つのマテリアリティを
特定しました。

6. 見直し・改善

ESG推進委員会では、専門的知見

を有する社外委員や代表取締役を含

む経営陣と課題や成果についての議

論を行い、施策の改善や指標の見直し

を適宜実施しています。
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指標と進捗

2024年度において、ESG指標や業績連動型株式報酬(PSU)と連動する主要指標について、⽬標・実績とともに、それぞれの指標が⽣み出す価値とインパクトを、お客様の幸せ・社会の幸せ・未来の幸せの視点で整理しています。

*1 �植栽を含む外観デザインの美しさを追求したまちの財産となりうる戸建住宅の社内基準評価。戸建住宅を対象とし、2017年に創設した�  
「レジデンス評価指針」をもとに、まちの財産となる「美しい家づくり」として社内認定された（★1～★5の5段階で評価）物件の割合。

*2 �景観を意識し、入居者様の安全・安心・快適性を重視した魅力ある賃貸住宅の社内基準評価。賃貸住宅を対象とし、まちなみ景観や�  
入居者ファーストの観点による独自の評価指標により、社内認定された魅力ある物件「シャーメゾンガーデンズ」の割合。

*3 2023年度実績：★4以上 全体81.9%・3rd レンジ 88.4%。★3は従来の★4相当。2024年度から、より高いレベルで運用するためルールを改訂。

*4 積水ハウス不動産グループ
*5 2023年度◇3、2024年度・2025年度◇4
*6 �2023年度◇2、2024年度以降は◇4（鴻池組

およびその国内連結子会社を除く）
*7 �積水ハウス（株）、積水ハウス不動産グループ、�  

積水ハウスリフォーム（株）

◇1 積水ハウス（株）
◇2 �◇1に加えて、積水ハウス不動産グループ、積水ハウス建設グループ、積水ハウスリフォーム（株）、積水ハウス ノイエ（株）
◇3 ◇2に加えて、（株）鴻池組およびその国内連結子会社
◇4 積水ハウス（株）および国内連結子会社
◇5 積水ハウスグループ（積水ハウス（株）と連結子会社すべて）

指標の詳細および
その他のKPIの進捗は、
ESG Fact Book を
ご覧ください。

KPI お客様の幸せ（Output） 社会の幸せ（Outcome） 未来の幸せ（Impact） 果たすべき使命2023年度  
実績

2024年度
目標

2024年度
実績

集計
範囲 連動

資産価値が持続する
住宅市場の実現

戸建住宅の社内基準評価(レジデンス評価)*1 快適な住環境で安全・安心な暮らし 地域の住宅品質向上と景観形成*3 ★3以上
70％以上 70% ◇1 ESG指標

賃貸住宅の社内基準評価(シャーメゾン ガーデンズ) *2| 自然を感じる豊かな暮らし 街区の緑化と地域の風景となる価値を育む65.1% 70%以上 64.4% ◇1 ESG指標

賃貸住宅リノベーション戸数 快適な住まいでの幸せな暮らし まちの資産を形づくる住宅品質の向上7,058戸 7,600戸 5,756戸 *3 PSU

良質な
住宅ストックの形成

KPI 従業員の幸せ（Output） 社会の幸せ（Outcome） 未来の幸せ（Impact） 果たすべき使命2023年度  
実績

2024年度
目標

2024年度
実績

集計
範囲 連動

⼥性管理職⼈数 多様なキャリアの選択肢が実現する職場 多様な視点を活かした意思決定が進む社会 イノベーションを⽣む社会342⼈
(4.34%) 350⼈ 415⼈

(5.01%) *5 PSU

男性の育児休業取得率 家族との時間を⼤切にできる働き⽅100% 100% 100% *6 PSU

年次有給休暇取得率 ⼼⾝のリフレッシュと⽣活の充実 働きやすさと創造性・生産性が両⽴する社会80.3% 70% 79.9% *7 PSU

1⼈当たり⽉平均総労働時間 ⾃分の時間も⼤切にできる働き⽅ 誰もが柔軟に働ける社会の実現169.58時間 175時間 170.17時間 *6 ESG指標

地域全体の健康増進
ウォーキングチャレンジ参加者数と平均歩数 運動習慣の定着による健康と幸せ度の向上21,163⼈

6,652歩 — 21,289⼈
6,957歩 ◇4 ESG指標

定期健康診断2次健診受診率 健康への不安を減らせる安⼼の環境88.1% 97% 90.3% ◇1 ESG指標

⼼⾝の健やかさや幸せが
挑戦を⽀える社会

家庭とキャリアの両⽴が⾃然な社会 多様な価値観が
創造⼒を引き出す社会

ダイバーシティ＆
インクルージョン

KPI お客様の幸せ（Output） 社会の幸せ（Outcome） 未来の幸せ（Impact） 果たすべき使命2023年度  
実績

2024年度
目標

2024年度
実績

集計
範囲 連動

家庭部⾨からのCO2 排出削減に貢献
脱炭素社会の推進戸建住宅ZEH比率 光熱費を抑え快適な暮らしを実現95% 90% 96% ◇1 ESG指標

・PSU

賃貸住戸ZEH比率 環境性能の⾼い賃貸住宅の提供76% 73% 77% ◇1 ESG指標
・PSU

事業活動におけるCO2 排出削減率 効率化による働きやすさの向上 企業の脱炭素⾏動が社会全体に波及56.3% — 62.3% ◇5 PSU

生物多様性に配慮した植栽(「5本の樹」計画) ⾃然とのつながりが感じられる⽣活空間 都市部における⽣態系保全1,985万本 2,100万本 2,069万本 ◇1 ESG指標 ⾃然と調和した社会の形成

持続可能な
社会の実現
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　積水ハウスグループは、1960年の創業以来、お客様や社会が直面する課
題解決を、事業と一体となって推進することで、社会に価値を創造し、持続
的な成長を実現してきました。工業化住宅の開発、耐震技術の革新、省エネ
住宅の普及、多様性を尊重した職場づくりなど、常に時代をリードしてき
ました。2020年には、 さらなるリーダーシップの発揮を目指し、「ESG経営
のリーディングカンパニーに」というサブビジョンを掲げました。
　私たちが目指す「ESG経営のリーディングカンパニー」とは、社会に先
駆けて新たな価値を創造し、より幸せな未来を切り拓く存在です。そのた
めには、未来を見据え、課題に真摯に向き合い、社会をどう良くしていく
かを考え、前例のないイノベーションを起こし続けることが求められま
す。つまり、社会や環境に対してポジティブなインパクトを追求すること
で、新しいESGの価値を創造することこそが、私たちの目指すESG経営な
のです。

　新たな価値創造の主役は、一人ひとりの従業員です。お客様や社会、仲間の
幸せを考え、行動することが価値創造につながるという考えのもと、2020年度よ
り全従業員の参画を重視したESG経営に取り組んでいます。参画のきっかけと
して、「幸せとは何か？」をテーマにした対話を実施。仲間の想いや考えに触れ
ながら、ESGへの理解を深め、日々の中で小さな行動を積み重ねてきました。
　また、創発型表彰制度「SHIP」や職場風土づくりを通じて、従業員の主体性を
促進。2024年度には、従業員のアイデアを社会と共有する制度や、オープンイノ
ベーションによる社会課題の解決も始動しています。こうした取り組みを通じて、
従業員の想いと価値創造を結び付けるプロセスが、着実に根付き始めています。

　そして今、私たちはこれまで取り組んできた「全従業員参画型ESG経営」
を踏まえ、「価値創造型ESG経営」へと歩みを進めていきます。これは、リス
ク対応や評価軸としてのESG経営の推進に加え、社会に新たな価値を創り
出し、未来のスタンダードを築いていくことを目指す、新たなステージへの前
進を意味しています。その実現に向け、ESG経営のリーディングカンパニーと
しての推進要素を軸に、より実効性の高い取り組みへと進化させていきます。
　積水ハウスグループのESG経営は、社会にとっての価値を高めることが、
組織の価値向上にもつながるという考えのもと、未来に求められる価値を
いち早く実装してきた点が特徴です。企業理念「 人間愛 」から始まる私たち
の ESG 経営は、今も進化の途中にあります。従業員一人ひとりの自律や創
発を、世界をリードする事業活動へとつなげ、より幸せな未来を切り拓く力
として育んでいきます。

 P.18-24 コーポ―レートストーリー

ESG経営のリーディングカンパニー

新しい価値を生み出し、未来をつくるESG経営 

17,406人
ESG対話参加従業員の
実施後アンケート回答数

(2024年度)

6,000件
創発型表彰制度

「SHIP」応募件数
(2021～2024年度)

延べ 4,838人
社会貢献につながる

アイデア応募従業員数
(2021～2024年度)

ESG経営の考え方「ESGの中に企業がある」 ESG経営の進化の方向性 

　積水ハウスグループのESG経営は、企
業理念「人間愛」を実践することです。お
客様や社会の幸せを願い、互いに協力し
合う心。職場を「 わが家 」のように思い、
仲間や家族の幸せのために行動する心。
こうした人としての根源的な姿勢こそが
ESGの本質であり、その実践を通じてイノ
ベーションを起こすことで、新たな価値を
創造し続けることができると考えています。

　この想いのもと、私たちは「ESGの中
に企業がある」という考え方を取り入れて
います。これは、企業活動を収益基準だ
けで評価 するのではなく、お 客様・社
会・従業員に幸せをもたらすのかという
視点からも継続的に評価しています。ま
た、ESGの観点から事業戦略の策定や意
思決定を行い、ESGの価値が高まれば、
企業価値も高まると考えています。

E

S

G

積水
ハウス

全従業員参画型ESG経営
全従業員がESGを自分ごと化し、
主体的に考え、行動する

価値創造型ESG経営
あらゆる事業活動から、
新たなESGの価値を創造する

Our ESG Compass：ESG経営のリーディングカンパニーとしての推進要素

価値を紡ぎ、
Drive Positive Impact

ESGは、新たな価値の創造。
イノベーション&コミュニケー
ションを通じて、あらゆる事
業活動からポジティブなイン
パクトを生み出します。

幸せをつくり、
Create Happiness

ESG経営の目的は、お客
様・社会・従業員の幸せの
実現。全員が幸せづくりに
関わる企業文化を育み、価
値創造を広げていきます。

未来を変えていく。
Transform Society

リーディングカンパニーとし
て、自社の枠を超え、業界と
社会を先導。ステークホル
ダーとともに、より幸せな未
来を共創します。
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ESG経営のリーディングカンパニー

レポート体系  

　積水ハウスグループの取り組みを明確にお伝えするため、今年
度から従来のValue Reportを3つに再編しました。社会に必要とさ
れる存在であり続けるために、新たな価値創造を目指す私たちの
想いと取り組み、進捗、成果を3つのレポートに込めています。

Value Report – Our Impact 
　価値創造ストーリーやインパクトへの道
筋をお伝えし、私たちの歩みや描く未来
へ向けた想いと取り組みをご紹介します。

ESG Fact Book – Our Commitment
　ESGの取り組みとその進捗をお伝えし、企
業の持続的成長と社会の持続可能性の実
現に向けた具体的な活動をご紹介します。

ESG Data Book – Our Progress
　ESGの取り組みの進捗や成果をデータ
でお伝えし、私たちの活動がもたらす影響
とその具体的な数値をご紹介します。
※第三者保証取得

第6次中期経営計画におけるESG経営の基本方針と推進体制

　積水ハウスグループは、第6次中期経営計画において「マテリアリティを軸とした
ESG経営の深化」を掲げ、ステークホルダーとの積極的な対話と連携を通じて、さら
なる価値創造と信頼の獲得に取り組んでいます。ESG経営の確実な推進に向け、
ESG経営推進担当執行役員が推進を統括し、ESG経営推進本部を中心に、基本方
針の策定や取り組みの実行管理を行っています。また、取締役会の諮問機関として、
社外有識者を含むESG推進委員会を年4回開催し、進捗や課題に関する活発な意
見交換を通じて、継続的な対話と改善を図り、実効性を高めています。ESG推進委
員会では、環境・社会・ガバナンスの3部会を設置し、各部会が旗振り役となり、部
門横断で連携しながら、具体的な施策や KPIの浸透を図り、全従業員の理解と参画
を促進しています。

環境事業部会 （部会長：環境推進部長）
••脱炭素社会　••人と自然の共生社会
••資源循環型社会　••水資源　••その他環境管理

社会性向上部会 （部会長：人財開発部長）
••人財価値の向上　「従業員の自律」×「ベクトルの一致」の向上
••社会価値の向上　事業・活動を通じた社会課題の解決

ガバナンス部会 （部会長：コーポレート管理部長）
••グループガバナンスのグローバル展開
••コミュニケーションによる信頼を基礎とした組織風土の醸成

ESG3部会

E

S

G

Ｅ
Ｓ
Ｇ
推
進
委
員
会

営業部門

生産調達部門

本社各部門

国内グループ会社

海外グループ会社

承認

報告

取締役会

事務局：ESG経営推進本部

連携

「 わが家 」を世界一幸せな場所にする

ハード・ソフト・サービスを融合し
幸せを提案

ESG経営の
リーディングカンパニーに

積水ハウステクノロジーを
世界のデファクトスタンダードに

マテリアリティを軸としたESG経営の深化
住まいを通じて環境課題の解決に貢献
従業員の自律を成長ドライバーにする
イノベーション&コミュニケーション

ESG経営推進における3要素
全従業員参画
先進的な取り組み
社外評価向上�

 ESG Fact Book  ESG Data Book 

ESG経営の
推進を担う
3つの部会

第6次中期経営計画
ESG戦略
基本方針

サブビジョン

グローバルビジョン

環境における継続課題と
新たな課題に取り組む

人財価値と社会価値の向上により、
企業価値を高めていく

トップマネジメント・事業マネジメント
両輪でのガバナンス強化を推進する

環境事業部会
　グループ全体を対象とした事業活動全体の脱炭素
化、生物多様性保全や資源循環に関する環境マネジメ
ントシステムを計画・実行するとともに、環境関連情
報を年次集計し、社内外のステークホルダーの環境意
識向上・環境負荷低減に向けた認知向上を目的に情報
公開しています。

グローバルビジョン“「わが家」を世界一幸せな場所に
する”ためには環境への取り組みが必要不可欠との考え
のもと、これからも先進的な取り組みで環境負荷と事業
リスクの低減、および事業機会の創出に努めていきます。

社会性向上部会
　人財価値の向上と事業・活動を通じた社会課題の解
決を推進し、企業価値を高めていくことを目指してい
ます。人財価値は、従業員の自律とベクトルの一致の
掛け算という考えのもと、従業員にとっての「わが家」
である会社と一人ひとりの幸せを実現する施策の計
画・実行に努めます。社会価値は、子ども・環境・人
権・地方創生を軸に、社会の幸せづくりに寄与する事
業・活動を実現します。各施策の方針と推進体制・進
捗を包括的にモニタリングし、お客様・社会・従業員
の「幸せ」を最大化していきます。

ガバナンス部会
　グループガバナンスの強化に向けて、本社コーポ
レート部門と国内外のグループ会社各社とのコミュニ
ケーション活性化が重要と考え、情報連携に努めてい
ます。
　国内外グループ会社におけるコーポレート機能の強
化、ガバナンス人財の育成・適正配置、コンプライアン
ス意識向上などの現状把握、改善に関する議論などを
通じて、事業マネジメントレベルでのガバナンス強化
に取り組んでいます。

E S G
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ESG経営のリーディングカンパニー

ESG経営の推進を担う3つの部会がつなぐ、幸せのかたちと2024年度の実績 

人と地球の幸せが、
循環する未来へ

一人ひとりが幸せを感じ活躍できる、
「わが家」のような職場をめざして

誠実な経営が、
信頼を築き、未来を導く

　環境の視点から、社会にポジティブなインパクトを生み出すこと。それが
私たち環境事業部会の使命です。2024年度、新築戸建住宅におけるZEH
比率は96％と過去最高を更新し、集合住宅のZEH化、非住宅建築物の
ZEB化も進展し、脱炭素社会の実現に貢献しています。生物多様性保全では、

「５本の樹 」計画の累積植栽本数は2,069万本を達成。お客様の庭におけ
る生物多様性保全への効果を高めるため、2024年6月には、株式会社シン
ク・ネイチャーと可視化ツールを共同開発しました。さらに、住宅業界にお
けるサーキュラーエコノミー移行を目指し、House to Houseを目指すアク
ション「家がまた誰かの家に生まれ変わる『循環する家』」と 2050年までの
達成目標を宣言しました。今後も、さまざまなステークホルダーとの共創を
通じて、ポジティブインパクトの創出を先導し、実践していきます。

　誰もが自分らしく、安心して働けること。一人ひとりの成長が社会の価値
向上につながること。それが、私たち社会性向上部会が大切にしている想い
です。従業員一人ひとりが自らの人生を主体的に描き、「 わが家」のように
安心して力を発揮できる職場を目指し、キャリア自律や多様な働き方支援を
続けてきました。10年目を迎えた「積水ハウス ウィメンズカレッジ」では、多
くの女性が自信を持ってリーダーシップを発揮する姿が広がっています。
2024年2月にはオープンイノベーション施設「InnoCom Square (イノコム・
スクエア)」を開設。「住まいと暮らし」にまつわる課題解決を、人と人との
つながりから生み出す取り組みも始まっています。お客様、社会、そして従
業員の幸せ。そのすべてが私たちのESG経営における価値であり、これか
らもその価値を丁寧に育みながら、新しい幸せのかたちを創っていきます。

　誠実で高邁な倫理観を表す「インテグリティ」。2018年以降の「ガバナン
ス改革」において定めたこの概念は、企業理念の根本哲学「人間愛」およ
び基本姿勢「真実・信頼」にも通じ、積水ハウスグループのガバナンスを語
るうえで不可欠です。2024年には、非財務情報の開示充実に取り組んだ有
価証券報告書が金融庁の好事例に選定されました。積水ハウスおよび主
要なグループ会社のコーポレート部門で構成するガバナンス部会において
は、中間持株体制を導入した積水ハウス建設グループのガバナンス強化、
ガバナンス人財の育成・適正配置、そして、米国戸建住宅事業のPMIの進
捗状況などに関する議論を行い、事業マネジメントレベルのガバナンス強
化に取り組みました。今後もインテグリティを重視し、グループガバナンス
のグローバル展開を推進していきます。

環境事業部会　部会長
業務役員　環境推進部長

井阪 由紀

社会性向上部会　部会長
執行役員　人財開発部長

安信 秀昭

ガバナンス部会　部会長
執行役員　コーポレート管理部長

河村 直樹

環境事業部会
環境における継続課題と新たな課題に取り組む

社会性向上部会
人財価値と社会価値の向上により、企業価値を高めていく

ガバナンス部会
トップマネジメント・事業マネジメント両輪でのガバナンス強化を推進する

脱炭素化
 戸建住宅によるZEHの推進
 非住宅建築におけるZEBの推進
 サプライチェーンの脱炭素化
 TCFD*1 提言に沿った情報開示

*1 気候関連財務情報開示タスフォース
*2自然関連財務情報開示タスクフォース

人財価値の向上
 キャリア自律支援
 D&Iの推進
 多様な働き方の推進
 幸せの基盤づくり
 ベクトルの一致

トップマネジメントレベル
→ コーポレートガバナンス
→ 役員報酬
→ 取締役一覧
→ 監査役一覧

生物多様性保全
 木材調達
 生態系に配慮した「5本の樹」計画
 TNFD*2 提言に沿った情報開示

資源循環
 「積水ハウスゼロエミッションシステム」
 サーキュラーエコノミーに向けた取り組み

社会価値の向上
 キッズ・ファースト
 人権の尊重
 地方創生事業
 労働安全衛生
 サプライチェーン・マネジメント

事業マネジメントレベル
→ グループガバナンス体制の強化
→ コンプライアンスの推進
→ リスクマネジメントの強化

E S
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